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-th接尾辞と r-み」接尾辞の派生制約※

高 橋 勝 忠

o.序

形容詞の基体に添加し名詞に変化させる接尾辞として英語には田ness，-ity， -th 

がある (e.g.true→trueness， *truity， truth; false→falseness， falsity， *fals (e)-

th)。一方、生産性の観点からこれらの接尾辞と対応する日本語の接尾辞とし

て、「ーさ」と 1-み」がある (e.g.強い→強さ、強み;正しい→正しさ、*正し

み)。

英語における -nessと-ity，日本語の「ーさ」と 1-み」の生産性については

これまで議論がなされて来た。結果として、 -nessは -ityより、「ーさ」は

1-み」より生産性が高いと一般に言われている。I

このような一般化がなされると、 -ness派生は「ーさ」派生に平行し、ーity派

生は 1-み」派生に並行すると捉えられるかもしれないが、事実は必ずしもそ

うではない。なぜなら、「一み」派生語の基体の形容詞 (e.g.暖かい、深い、

強い)に、ーityは決して添加しないからである (*warmity，*deepity， *strongi-

ty)。一方、 warmth，depth， strengthの形は認められるので 1-み」は -th派生

によって生成されると捉えられるかもしれない。しかし、 1-み」を意味する

-th派生語はこの3語に限定され、それ以外の 1-み」派生語は -ness派生に

よって生成されることが意外と多いことに気づく (第1節の (5)を参照)。言い

※ 例文のチェックを EileenW副首位さんにお願いした。ここに記して、感謝の念を表

します。

1 -nessと-ityの生産性についてはAronoff(1976)， Anshen and Aronoff (1988)，島村

(1990) を、「ーさ」と「一み」の生産性については影山 (1993)、伊藤・杉岡 (2002)

を参照のこと。
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換えると、「一み」派生語は-ityでもなく、ーthでもなく、 -nessによって生成され

ることになる。このことは、「ーさ」派生語も -nessによって生成されるので、

生産性が低いと考えられる 1-み」派生がなぜ生産性が高い -ness派生によっ

て生成されるのかが疑問となる。 -th派生が 1-み」派生と直接関係がないとす

れば、 -th派生語それ自体は (e.g.breadth， length， width)本来どのような意味を

生み出すのであろうか。

本稿の目的は、 -thと 1-みJの接尾辞がどのような派生制約を持っているの

かを調べることであるが、「一みJ派生が-ity派生や -th派生と必ずしも関係す

るのではないことを明確にするために、まず第1節ではこれまであまり議論が

なされていなかった生産性の低い-ity，曲th，1一み」の接尾辞を比較検討し、これ

らの接尾辞の生産性の違いを指摘する。

第2節では、第1節の分析の結果を受けて、すなわち、 -thと 1-み」の生産

性が異なる理由を明確にするために、 -th派生の基体の成立条件として有標・無

標という意味的概念が関係することを示す。その上で、 -th接尾辞は数直線上の

尺度を表す無標の形容詞にのみ添加することを提案する。一方、 1-み」派生は

有標・無標の両方の形容詞に添加することも可能であるが(第2節(20)を参照)、

一般的には、 1-み」派生は無標の形容詞が語葉化し、対象に対する 3次元的

(=立体的)な意味合いで単語が生成されることを提案する。語棄化される -ness

の一部の派生を除くと、 -nessや「ーさ」派生は生産性が高く規則的に生成さ

れ、 -thや 1-み」派生は生産性が低いのでどちらも最終的にはレキシコンに登

録されると仮定する。 3節において、 -th接尾辞が 1-みJ接尾辞より生産性が

低くなる理由をまとめとして述べる。

1. -thとーityと「一み」の生産性

Siegel (1974)， Allen (1978)，阻parsky(1982)等によって提唱されるレベル

順序づけ仮説に従うと、 -ityや -thは (1)のように基体の強勢移動や音韻変化

を受ける結果、レベル 1に位置づけられる 02
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(1) a. rEal→reAlity (cf. rEalness)， simultAneous→ simultanEity (cf. 

simultAneousness) 

b. broad→ breadth (cf. broadness) ， wide -width (cf. wideness) 

ーityや -thはレベル 1に位置づけられるのでレベル2の -nessより基体に対する

制限が厳しくなり生産性が低くなると言われているがJ しかしーityと曲thは同

じ程度に生産性が低いのであろうか。

Ca紅rs坑ta羽irs

うに派生過程において語葉的ギギ、ヤツプが生じるのでで、 -n問es部s(恰e.g.richness， grey-

ness) より形式的に・般的でない (muchless general) と考えるが、ーityは

-ive . -able . -ible . -al . -ar . -ic . -id . -ousの接尾辞で終わる形容詞を可能な

基体として持ち (e.g.selective， capable， visible， local， polar， eccentric， liquid， vぽ F

ious)、単音節の形容詞を取る -thの基体の制限より規則的に派生できることを

指摘する。

単音節の形容詞は実際多く存在するので、どのような単音節の形容詞を -th

が取るかがここでは問題となるが、この問題を考える前に、 -thは実際に単音

節の形容詞に限定されるのかどうか具体例を見てみようJ

2 キャピタル・レターは第一強勢の位置を示し、イタリックは音韻変化を受ける部分

を示す。 (la)のsimultanEityはーous切り取り規則も適用されている。 -ous切り取り

に関してはAronoff(1976: 40) を参照のこと。

3. Aronoff (1976: 36) は -nessと・ity派生語の生産性に触れ、必ずしも辞書的な数が

生産性を決定するのではなく、基体に課される制限を考慮しなければならないことを

指摘する。例えば、 XivenessはXivityより 5倍の数がWalker(1936) の辞書に載せら

れているが、XilityはXilenessより遥かに数が勝る。さらに、島村 (1990:32-34) では実

際の辞書的数と使用頻度(トークン頻度)を比較すると -ityの派生が-nessの派生より

も使用頻度が高くなることが指摘されている。

4. Lehnert (1971) から具体例を取上げたo filth， health， wealthも歴史的には形容由来名

調であるが、共時的には派生語として認識されないのでリストから除外している。な

お、 Walker'sRhyming Dictionary ofthe English Language (1983) にはcoolthの語は載

せられていない。
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(2) a. coelacanth (シーラカンス)， hyacinth (ヒヤシンス)， mammoth 

(マンモス)

b. dozenth， eleventh， hundredth， millionth， seventh， thousandth 

c. breadth (broad)， coolth (cool)， depth (deep)， greenth (green)， 

length (long) ， strength (strong)， truth (true) ， warmth (warm) ， 

width (wide)， youth (young) 

(2a) における例は、 2音節か3音節の単語であるが形容詞から派生されたも

のではない。 (2b) はいわゆる序数で、 (2c)の派生語とは区別されるものであ

る口したがって、ーthが単音節の形容詞を基体に取るというのは正しく、 (2c)

の10例しか見つからない点とーthは多音節の形容詞には添加しないことから判

断すると -thは -ityより生産性は低いものと考えられる。5 Bauer (1983: 49) に

よると、ーthは共時的には (3) のような新しい形容詞に添加して名詞形を生じ

させない特徴があり、 warmthのような語は語棄化されているとみなす。

(3) *cameoth， *funkJ花h，*maxith， *psychedelicth， *surrealth 

この点、 -thは接尾辞の「ーさ」より 1-み」に近いものと考えられる。なぜな

ら、「ーさ」は (4) に見られるように最近の若者言葉の形容詞に自由に添加で

きるが、 1-み」はその同じ形容詞に添加して名詞形を生み出さないからであ

る06

(4) ナウさ(*ナウみ)、ダサさ(*ダサみ)、ケバさ(*ケバみ)、

キモさ(キキモみ)

「ーさ」と 1-みJの接尾辞は形容詞から名詞に変える共通性と生産性の関係

5 -ityも単音節の形容詞を基体に取るが (e.g.clarity， oddity， purity， rarity， sanity)生産

性は低く、例外的なoddityを除くと基体の形容詞はラテン系の起源に制限される。

6 伊藤・杉岡 (2002:166) の例に、 1-み」の派生語を筆者が加えたものO
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から -nessと -ityに対応するものとしてこれまで捉えられてきた。しかし、

1-み」と-ityはレキシコンにおいて厳密には対応していないことが (5) に挙

げた例から分かる。

(5) 強み *strongity，strength強さ;強度;濃さ;強み;兵力

(cf. strongness強さ)

弱み *weakity，*weakth 
(cf. weakness 弱さ;弱み;不十分;大好物)

深み *deepity，depth深さ;深み;色・音の低さ

(cf. deepness深さ;深遠さ)

浅み *shallowity，*shallowth 
(cf. shallowness 浅さ;浅はかさ)

温かみ*warmity，warmth暖かき;興奮;温かみ;色の暖かさ

(cf. warmness=warmth) 

重み *heavity，*heavith cf. weight重さ;重荷;重み)

(cf. heaviness重さ;無気力;重荷)

高み *highity，*highth cf. height高さ;高み;最高潮

(cf. highness高いこと;高価;殿下)

低み *lowity，*lowth 
(cf. lowness低いこと;身分の低いこと;元気のないこと)

甘み *sweetity，*sweetth 
(cf. sweetness甘さ;甘味;愛らしさ;快適)

苦(し)み *bitterity，*bitterth 
(cf. bitterτless味の苦さ;苦しみ;恨み)

悲しみ *sadity，*sadth 

(cf. sadness悲しさ;悲しみ;悲しいこと)

青み *blueity，*blueth 

(cf. blueness青さ;下品;青み)

赤み *redity，*redth 
(cf. redness赤いこと;赤色;赤み)

「強み」・「深み」・「浅み」・「重みJ. 1高みJ. i低み」を除くと、むしろ i-み」

の派生語は -ness接尾辞によって生成されている。7 また、その中で、「強み」・

7 I浅み」と「低み」は場所を意味するが、 shallownessとlownessにはこの意味が出

て来ないようである。
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「深み」・「重み」・「高み」の表現は批yではなくてstrength，depth， weight， 

heightで形成されている。したがって、 1-み」派生は -ityとは全く関係しな

いことが分かる。 -th派生のwannth，depth， strengthの3語は 1-み」派生に関与

するが、これらの語も基本的には尺度を表す派生語と見なされる。 1-み」派生

に帽ness接尾辞が導入されたのは、 (5)の比較から分かるようにレベル1で生

成されるーityや -th派生語の欠如から来るものと考えられる。

伊藤・杉岡 (2002:9) では、生産性の高い -ness接尾辞の派生語のweakness

は「弱さ」の意味に加えて「特別な好みJ(e.g. 1 have a weakness for chocolate) 

の語葉化した意味があることを指摘する。さらに、「弱点・弱み・短所J(e.g. 

The car has a serious weakness)の特殊な意味も weaknessに追加されよう。ま

た、 highnessのように基体の意味が不透明となる「殿下」という意味が -ness

派生語に見られる (e.g.This is indeed an honor， your Highness)。この意味では

highnessは複数形でも用いられる。また、 Theplan h部 strengthsand weak-

nesses (その計画には長所と短所がある)の文に見られるように -thや -ness

接尾辞のあとに複数形の -sや -esが来ている例も見受けられる。

阻p訂 sky(1982: 5) のレベル順序づけ仮説に従うと-thはレベル 1に、 -ness

はレベル2に、規則的な複数形はレベル3で生成されるのでーthsや -nessesの順

序づけに問題は生じないが、レベルを用いないで派生と屈折を同様に扱う強語

葉論派 (StrongLexicalist) にとっては (6) のように二股枝分かれ構造制約

(Binary Branching Condition)の違反となるので問題となる。
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いずれにしても、語葉化した意味を持つ -ness派生語はデフォルト規則に拠

るのではなくレキシコンの中で登録されているものと考えられる 08

8 デフォルト規則は本来、屈折接辞に適用される概念であるが、島村 (1995:50-61) 

や伊藤・杉岡 (2002，第4章)では派生接辞への応用を試みる。



-th接尾辞と「一み」接尾辞の派生制約 21 

2.ーth接尾辞と「ーみJ接尾辞の成立条件

第1節の (2c)において、 -th接尾辞の派生は10個に限られ、現在では新しい

形容詞に添加しない新造力のない接尾辞であることを (3) で見てきた。本節で

はーth派生語の基体に共通の意味概念が存在することを示し、 1-み」接尾辞

との比較を行う。再度、 (2c)の-th接尾辞の派生語を (7) として取上げ、辞書

的意味を考えてみよう。

(7) breadth 1)幅;見識や心の広さ

2) (布などの)一定の幅

coolth 1)涼しさ;冷静;冷淡

depth 1)深さ;濃さ;深み

2)奥地;どん底

greenth 1) (草木の)緑;新緑

length 1) (幅や時間の)長さ

2)期間;プールの縦の長さ

strength 1)強さ;強度;強み

2)長所;兵力

truth 1)真実;正確さ

2)事実

warmth 1)暖かさ;温かみ;熱狂

m札dth 1)幅;理解や知識の広さ

2) 一定の幅

youth 1)若さ;青春

2)青年

1) では抽象的意味を並べている。ほぼ、日本語の[ーさ」に対応し、 green出

を除くと物の長さや深さの尺度、温度や色や強さの基準、理解の広さや正確さ

などを表す。 2) では 1) より具体的な意味を並べ、複数形も可能な意味合いを

持つものを挙げている。

(7) のーth派生で気づくことは、対立する意味の形容詞を持つ場合に、

warmthとcoolthを除いて基体の意味が正反対となる形容詞を取らないことで

ある。
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(8) *narrowth (cf. breadth， width) 

*shallowth (cf. depth) 

*shortth (cf. length) 

*weakth (cf. strength) 

*falseth (cf. truth) 

*oldth (cf. youth) 

安井・秋山・中村 (1976:181-183)やHofmannand Kageyama (1986: 13-16) 

において、有標・無標という概念が導入されている。彼らに従うと、形容詞が

肯定的 (positive) なものと否定的 (negative) な意味が対立する場合、前者を

一般的な無標の表現として捉え、後者を一般的でない有標な表現であると考え

る。この有標・無標の概念は形態的、統語的な現象を説明する。

例えば形態的な事実として、 un-接頭辞は形容詞の基体を取る際に肯定的な意

味を持つ基体の派生語 (9a) を許すが、否定的な意味を持つ基体の派生語 (9b)

を許さない特徴を持つ。すなわち、 un-は無標の形容詞を常に基体に取ることに

なる。

(9) a. unwell， unloved， unhappy， unwise， unclean， unoptimistic 

b. *unill， *unhated， *unsad， *unfoolish， *unfilthy， *undirty， *unpes-

simistic 

統語的な事実として、 Hofmannand Kageyama (1986: 14) は (10)， (11) 

の例を挙げている。 (10a，b)が自然な表現となるのはHowの次に肯定的な形

容詞が使用されているからである。一方、否定的な形容詞が使用された(l1a，

b) は、話し手がすでに yourbrotherや yoursisterに対して「若いことJや

「背の低いこと」を事前に知っていて、さらにそのことを尋ねる状況でない限り

不自然な表現となる 09

9 Hofmann and Kageyama (1986: 4) に従うと、!印は特別の文脈でなければ意味を成さ

ない表現であることを示す。下線部は以降、強勢を表す。
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(10) a. how old is your br旦h旦?

b.how 国1is your亘旦主主?

(11) a. !how担皿gis yourbr旦her?

b.!how辿旦且isyour豆旦旦?

安井・秋山・中村 (1976:182-183) によると、 (10) のような表現は年齢や

背の高さを前提としない中立的な状況で使用される。また、(12)のようにhow

に強勢が置かれる場合は、 (a) で「長い」という前提があり、 (b)で「短いJ

という前提があって使用されると主張する。

(12) a. Ho聖 longis it? 

b. How short is it? 

要するに、 (10) のように oldやtallに強勢があれば無標の形容詞として使用

され、 (12) のようにhowに強勢があればある種の前提が伴い、有標の形容詞

として使用される。興味あることは、 (11) のように形容詞が否定的な意味を

持つ場合(厳密に言うと、 oldやtallに対してマイナスの方向の意味を持つ場合)

は、 (13) に示すように有標となり不自然となる。 10

(ω句制13ω3ω)How broad (~斗*吋切}ド句ミ'r

Howwide (作〉埼*ドhミ立na】n町70W) i担st出hi抱sriver? 

Howdeep (*匂shallow)i泊sthe snow? 

How long (*sho此)is the flight to London? 

How strong (*weak) is a mother's love for her child? 

(13) の有標・無標の文法性の差異は (14) のように、形容詞が名詞形になっ

ても見られる。また、 (15) のように度量句 (measurephrase) 11 として形容詞

10 ここでは、 howに強勢が無く、形容詞に強勢が有る場合を前提にしている。なぜな

ら、 (13) においてhowに強勢を置くとアステリスクの付いた例文が (12b)のように、

ある種の前提を伴って正しくなるからである。

11 八木 (1987:22， 54-55) を参照。
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が後続する場合にも無標の表現が使用される。有標・無標の文法性の差異は日

本語にも観察され、「無標jという概念は実際の言語使用における普遍的な意味

的概念として捉えられる。

(14) What is the breadth (*narrowness) ofthe road? 

道路はどのくらいの広さ(*狭さ)ですか。

What is the width (*narrowness) ofthis river? 

この川はどのくらいの広さ(*狭さ)ですか。

What is the depth (*shallowness) of the snow? 

雪の深さ(*浅さ)はどのくらいですか。

What is the length (*shortness) ofthe flight to London? 

ロンドンまでのフライトはどれぐらいの長さ(*短さ)ですか。

What is the strength (*weakness) of a mother's love for her child? 

子供に対するお母さんの愛情の強さ(*弱さ)はどのくらいですか。

(15) The box is only 20 centimeters broadlwide (*na町ow).

その箱はほんの20cmの横の広さ(*狭さ)しかない。

The pond is nine feet deep (*shallow). 

池は9フィートの深さ(*浅さ)です。

The sofa is six feet long (*short). 

ソファーは6フィートの長さ(*短さ)です。

This rope is three times *strong (*weak). 12 

このロープは3倍の強さ(*弱さ)です。

安井・秋山・中村 (1976:260)によると、 (13)，(15)むように形容詞が無

標の形で、 how疑問文と度量表現の両方が使用できるタイプとして (16a)の

形容詞があり、 how疑問文は可能で、あるが度量表現の形容詞としては使用でき

ないタイプとして (16b)の形容詞があることを指摘する。

12 ただしここでは、 Thisrope is three timesぉ strong(本weak)掛 thatone (このロー

プはあのロープの 3惜の強さである)のように、~times as ~ asの表現やThe担 my

was 5，000 strong (軍隊は総勢5千人だ、った)のように勢力人数を表す場合は可能となる。
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(16) a. deep (shallow)， tall (short)， high (low) ， thick (thin)， 

long (sho抗)，wide (narrow)， old (young) 

How old (*young) is your son? 

あなたの息子は何歳ですか。

He's three months old (*young). 

彼は3ヶ月です。

b. big (small)， heavy (light)， bright (dim) ， large (little)， 

fat (thin)， strong (weak) 

How heavy (*light) is it? 

どれぐらいの重さ(*軽さ)ですか。

It is two pounds (*heavy/*light). 

2ポンドの重さ(*軽さ)です。

安井・秋山・中村 (1976) は (16a，b) の形容詞に見られる統語的分布の違

いがなぜ生じるかに言及していない。 (16a，b) の意味の違いを考えてみると、

(a) の形容詞は縦・横・高さなどの長さの尺度を表し (b) では大きさや強さ

など尺度的には捉えられない形容詞に属している。したがって、度量表現の形

容詞として後続できないのは、計測することができない漠然とした対象である

ことに起因するのではなかろうか。なぜなら、計測できなければ数値も出てこ

ないことになるからである。ただし、この捉え方は重量の測定は重量計ででき

るので*Itis two pounds heavyはなぜ非文になるかを説明しなければならない。

ここで、問題を整理してみよう。 (16a)の無標の形容詞は(15) のような度

量表現の形容詞として使用されると同時に、 (17) の派生名詞形としての用法

も併せて可能である。

(17) The pond is nine feet in depth/*deepness. 

The mountain is 3，000 meters in heightJ*highness. 

The desk is four feet in length/*longness and 2 feet in width/*wideness. 

The wall is five inches in thickness/breadth/*broadness/width/*wide-

ness. 

(cf. The wall is five inches thickl*thin.) 

He is past s江tyye訂 sof age/*ol出less.
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一方、 (16b) の形容詞はweightの場合を除いて度量表現の派生名詞形としての

用法はなさそうである。 13

(18) He is 2 meters in *size/*bigness/*largeness. 

He is 100 kilograms in weightl*heaviness/*fatness. 

He is 400 kilograms in *strength/*strongness. 

(cf. They equated us in strength.) 

The light is 5 luces in *brightness. 

これまで議論してきたことを基に、 -th接尾辞の基体の制約を考えてみよう。

(8)， (14)， (17)， (18) の結果から、 -thの基体となるのは「尺度を表す無標の

形容詞で、しかも数直線上に値で示すことができる (16a) のようなタイプの

形容詞であるjと仮定する。ただし、 (16a) において、 tall，highの派生名詞形

はheightによって、 thickはbreadthあるいはwidthによって、 oldはageによっ

て先取りされ -th派生が阻止されるとみなす。したがって、これらの形容詞に

は田th接尾辞が添加しないと仮定する。 14 同様に、 (16b) において*Itis two 

pounds heavyの代わりに Itis two pounds in weightの表現は可能なので

weightがheavyを阻止すると仮定できるかもしれない。しかし、この考えは

(16a) のタイプの形容詞には当てはまらない。なぜなら、 Heis six feet tallや

She is six years oldのtallやoldがそのままの形で使え、 Heis six feet in heightや

She is six years of ageのheightやageによってtallやoldが阻止されると言えない

からである。憶測の域をでない仮定であるが、度量表現として後続できない

(16b) の形容詞の意味のタイプを考えると重量・強度・光度であることから、

13 安井・秋山・中村 (1976:63) によると、(17)や (18) における派生名詞形

(depth， height，length， breadth， width， age， size， weight)は中立的な意味を持つためthick-

nessを除いてそれらの -ness派生語は常に対立的な意味合いになるとしている (e.g.

the hea吋nessllightnessof the box，箱が重い/軽いこと)。

14 OEDではhighthやheighthの形が歴史的に存在したことを説明している。 13世紀に

-thがるや -ghのあとで -tに変化したようである。この歴史的過程を踏まえると height

がhighを阻止するとは言えなくなる。
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それらの意味を持つ形容詞は平面的・立体的に捉えることができない理由で度

量表現が阻止されるのかもしれない。一方、兵力 (strong) は平面的に捉えら

れ、 (16a) における幅 (broad，long， wide) や奥行き (deep) や高さ (high，

tall) は立体的な対象を捉える事象であるのでこれらの意味を持つ形容詞は度量

表現に後続することができるのかもしれない。問題は年齢や深さに関して生じ

るが、これも 1次元的な座標を想定すると数直線上に表すことができるのかも

しれない。 15

-thの基体となるのは尺度を表す無標の形容詞であると仮定すると、 (7) の

-th派生語で問題となるのは、有標の表現のcoolth，youthがなぜ、生じるかとい

う点である。注の4で指摘したようにcoolthはWalkerの辞書には載せていない

語であり、 OEDやRHDは古く稀で滑稽な (archaic，rare， facetious)表現として

いる。現在では、この語を容認する人は一部の方言を除いて殆どいないと考え

られる。16youthに関しては、 old対youngにおける派生名詞形とみなすと youth

は有標の表現であるが、「青春時代・青年」の語葉化した意味が「若さJ(the 

state of being young) の意味より優先され、今日では語長化した意味だけが辞書

に登録されていると考える。17また、 greenthはGeorgeEliotの詩の中で用いら

れる特殊な語で、*greythや*redthなど色彩語には辞書的ギャップが生じるのが

15 I大きさ」は次元形容詞に属するが、度量表現としてはbig，1町 ge，fatが漠然としてい

るため、具体的な数値が取れないと仮定する。 (cf.What is your size?) Seuren (1978: 

337-338)によると、温度感覚や時間の長さを表す度量句は非文としている (e.g.*20 

degrees warrn， *The meeting w部 twohours long)。これらの概念も数直線上に表されな

いものと考える。

16 Matthews (1991: 79) によると、 coolthはwarrnthから類推(加alogy)によって生

成されると仮定する。生産性の高い接尾辞 (e.g.-ness， un-) は潜在的な語葉素

(potential lexeme) を規則で形成するが、 coolthは生産性の低い接尾辞なので通時的

(diachronic) に捉えられ、以前は不可能であった派生が類推によって可能になると主

張する O

17. Bochner (1993: 5-6) によると、 youthはlengthより語葉化の度合いが高いので

youngnessの方がlongnessより容認性が高くなることを指摘している。
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一般的であるので、 -th派生に残された例外的なものと考えたい。 18 truthはfal-

sityに対する反対語であるがlengthやwidthのように尺度を表さないので問題と

して残る。

最後に、日本語の 1-み」の派生制約について見てみよう。 1-み」は形容詞

の語根に添加し、「ーさ」と違って語幹には添加しない。また、 (19c)の形容

名詞に 1-み」は添加しないと言われている。 19

(19) a.重み(*軽み)、厚み(*薄み)、温かみ(*寒み)

b.肌寒さ(*肌寒み)、奥深さ(*奥深み)、甘酸つばさ(*甘酸っぱ

み)

c.活発さ(*活発み)、元気さ(*元気み)、丁寧さ(キ丁寧み)

(19a)の 1*寒み」のように、 1*冷たみJ. 1*涼しみJ. 1*暑み」と温度を表

す形容詞には，-みJが添加しないようである。「暖かみ」という語は温度表現

(e.g. *暖かみのある温度)というよりも「温かみのある言葉」ゃ「温かみのある

人」のように比聡的に使われる。同様に、「やわらかみJ(cf. *硬み)は硬度表現

もあるが (e.g.肉のやわらか身)、「やわらかみのある人Jのように語葉化して

使われる。「重みjや「厚みJは「重役らしい重みを備える」ゃ「人柄に厚みを

増す」のように比喰的に用いられる。もちろん、「雪の重みで枝が折れたJや

「胸の厚みが増す」のように重さや厚さの表現も可能である。

18 Bauer (2003: 79) は、言語共同体 (speechcornrnuni町)における生産性と個人にお

ける生産性を区別する必要性を述べている。後者の生産性をindi吋dualproducti吋tyと呼

び、頻繁にhapaxlegornena (特定のコーパスにおいて 1回だけ生じる語)を生み出す

と仮定する。

19 影山 (1993:16) によると、単一形態素 Ce.g.訪，中，肌，奥，深(い)，寒(い))を語

根とし、語根+語根が結合して語幹 (e.g.訪中，奥深い，肌寒い)になると仮定している。

また、影山 (1993:25)では、従来の形容動詞という言い方を避け、 Martin(1975)に

従い形容詞と名詞の両面を持つ形容名調 (adjectivalnoun) を仮定する。この名詞は

形態的に「ーな」の屈折接尾辞を取るのが特徴であるが、「ーさ」派生を許すが「一みJ
派生を許さない。
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上記のように、 (19a) の 1-み」派生の形容詞は共通に無標表現で可能とな

る。しかし、 (20)に挙げた語は有標・無標の両方の表現が可能であり、 (21)

に挙げた語は有標・無標の両方の表現が不可能となる。これらについてどのよ

うな意味制約が働くのか考えてみよう。

(20)強み(弱み)、高み(低み)、明るみ(暗み)、深み(浅み)、楽しみ

(悲しみ、苦しみ)

(21) *長み(*短み)、*広み(*狭み)、*遠み付近み)

(20)の「楽しみ」・「悲しみJ. 1苦しみ」は、 I~む」という動詞の連体形が

あり、「お~になるJ(e.g.お楽しみになる)が可能であることから動詞の連用

形がゼロ派生で名詞になったものと考える。「親しみ」も動詞の連用形からゼロ

派生で名詞になったものと思えるが、「お親しみになる」は不自然である。ま

た、「彼に親しみを感じる」は自然であるが、「彼に楽しみ・悲しみ・苦しみを

感じるJは不自然である。

「親しみ」と「楽しみ」・「悲しみ」・「苦しみ」との違いは対象が相手か自分か

ということと内面的・外面的な記述かということが関係しているようである。

(22) のように対象(相手)に対する外面的な感情や評価の形容詞は 1-み」派

生は許されない。

(22)騒がしい(*騒がしみ)、好ましい(*好ましみ)、怪しい(*怪しみ)、

厚かましい(*厚かましみ)、恐ろしい(*恐ろしみ)

1-み」接尾辞は語葉化された意味を持つ場合、基本的には対象(人)に対す

る表現であると考えられる。上で見た温度表現で「温かみ」だけが可能なのは、

対象が温度から人になっているからであり、 (20)における「強みJ. 1弱み」・

「深みJ. 1高み」・「明るみ」も (23) に見られるように、強度・深度・高度・

光度の尺度的表現というよりも語葉化した意味が主流となっている。
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(23) a. 1強みJ:強さの程度;頼りになる点;長所

金が有るのが強みだ。

語学の強みを就職に活かした。

顔が広いのが強みだ。

b.1弱みJ:弱々しい感じ;うしろめたい所;短所

他人の弱みにつけこむ。

弱みを握っている。

C.I高みJ:高い所

高みの見物

d.1明るみJ: (明るい所。おおやけ)

明るみで本を読む。

事件が明るみに出る。

e. 1深みJ:深い所;深入りして逃れられない状態;奥行

沼の深みにはまる。

悪の深みにはまる。

深みのある人。

ここで、「弱み」のように有標の表現が語集化されていることに注意したい。

なぜなら、「低み」・「暗みJ. 1浅み」は有標の表現で語葉化した意味は含まれて

いないからであるJO

(21) の 1-みjが不自然なのは 1-み」の派生語の基本的な意味として3次

元的(立体的)に捉えられる対象であることが要求されるのであろう。 1次元

的(線的)な対象 (e.g.長さ)や2次元的(平面的)な対象 (e.g.広さ、距離)

は、有標・無標とは無関係に 1-みj派生語の基体の形容調にはならない。

(19a)、(23a，b， e) における「一みJ派生語は共通に「人Jを対象にした比験

的な表現があることを考えると、「人」を3次元的(立体的)な対象として捉え

ることができるのかもしれない。

20 I暗闇」には「暗閣の鉄砲」のように語葉化した意味がある。「高みの見物」には第

三者的に物事を傍観するという語葉化した意味があるが、「高み」それ自体には特殊な

意味が合意されていない。
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白百
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Marchand (1960: 285) によると -th接尾辞はOEやMEの時期に生産的に造

られたそうである。ところが、なぜ派生を止めてしまったのであろうか。 2節

の議論から、 -th接尾辞の基体の意味的要請は尺度を表す形容詞に限定され、し

かもその形容詞が無標の意味を持つものに絞られた結果であるということが言

える。一方、 i-み」接尾辞は尺度を表す形容詞には添加せず、 3次元的(立体

的)な対象の内面的記述を行うと言える。有標の「低みJ. i暗み」・「浅みjを

除くと、無標の形容詞が語葉化し、対象となる「人」の内面を比験的に表現す

ることができる。さらに、 i-みJ派生は「味覚J(e.g.甘味、辛味、渋味)や

「視覚J(e.g.赤身、白身、太身、細身)への意味的拡張があり、類推の過程に

よって生成されると考える。また、「やわらか味」のような共感覚的 (synes-

thetic)比輪も存在する 021 このように、 i-みj派生は類推や比輸によって

様々な表現が可能となっている。一方、 -th派生にはこのような意味的拡張が無

く、度量的表現に絞られる。22 したがって i-み」接尾辞よりーth接尾辞の方が

生産性は低くなることが予測される。
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